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春はスタートの季節です。春は新しいことが始まる季節です。
その「春」の「日」のまちだから、期待でワクワクするようなまちになろう。

良いまちは、誰かがつくってくれるものではなく、
市民がつくっていくものです。

市民と行政が一つのチームになって、みんなで新しい春をつくる。
「春」とは、みんなに新しいこと、みんなが助かること、みんなが喜ぶこと。

暮らしが笑顔になる春を、どんどんつくっていく。
みんなで春をつくるから、ずっと住みたいまちになる。

これからの春日市です。

今年もワンだふるな
一年になりますように！

みんなで春をつくろう

みんなで春をつくろう。

ブランドイメ
ージ

が決定しま
した！
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　明けましておめでとうございます。

　市民の皆さまにおかれましては､ 健やかに新春をお迎

えのことと心からお喜びを申し上げます。

　昨年7月に発生した九州北部豪雨は甚大な被害をもたら

しました。被災された皆さまに心からお見舞いを申し上

げますとともに、被災地の一日も早い復興を祈念いたします。

　さて、昨年は若者の活躍に注目が集まった1年でもあり

ました。将棋の棋士である藤
ふじい

井聡
そうた

太四段がデビューから

29連勝を飾り30年ぶりの記録更新として大きな話題となりました。スポーツ

界では陸上の桐
きりゅう

生祥
よしひで

秀選手が男子100mで日本人初の9秒台となる9秒98を達成、

高校野球ではホームランの甲子園記録や高校通算記録が更新されました。

　わが国では少子高齢化が大きな社会問題となり、国を挙げてこの課題に取り

組んでいるところですが、これからの超高齢社会を生き抜いていくためには、

若い世代の力が必要不可欠であると感じております。

　平成13年度にスタートした「出前トーク」は通算600回を越え、最近では中学

生の参加も多く見られるようになりました。自分が住んでいる地域や市をより

良いまちにしていこうとする若い姿をとても頼もしく思い、本市の未来に希望

を感じております。

　本年も引き続き、「出前トーク」や「市民懇話会」などを通して市民の皆さまの

ご意見を頂き、「ずっと住み続けたい」と思っていただける春日市を創っていき

たいと考えております。

　今後とも、本市まちづくりへのご理解とご協力

を賜りますようお願い申し上げます。

　本年が皆さまにとって、健康で幸せに満ちた

素晴らしい年となりますことを心からお祈り申

し上げます。

年頭あいさつ

春日市長

井
い の う え

上 澄
す み か ず

和
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　春日市は福岡市天神や博多にも公共交通機関で15分
程度と、その利便性の良さに加え、公園が市内各地に
整備されている良好な住宅都市です。
　「でも、春日市の良いところってそれだけでしょうか？」
　春日市がいつまでも活力あるまちであり続けるため
に、市の魅力を市内外に伝え、市民の皆さんと「まちづ
くり」を考えていく必要があります。

　春日市には数えきれないほどの魅力があります。
　市民の人柄、市民やNPOによる活動、防犯・防災の取
り組み、コミュニティ・スクール、自治会などの地域活動、
子育てのしやすさ 、自然豊かな環境…
　これらの魅力を理解した上で、“これからの春日市”を
伝える「ブランドイメージ」をつくりました。

KASUGA
PR
PROJECT

春日市プロモーション事業

春日市について語り合う
ワークショップを開催！

参加した市民は延べ122人。
高校生から高齢者まで、春日市への

“想い”を大いに語り合いました。

春日市の魅力を伝えるため
に
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シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

と
は
？

　
将
来
の
日
本
は
、
全
国
的
な
人
口

減
少
社
会
、
超
少
子
高
齢
社
会
の
到

来
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
低
下
が
予

測
さ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
各
自
治

体
が
人
口
を
確
保
す
る
た
め
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
全

国
的
に
は
観
光
振
興
や
定
住
人
口
増

加
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が

多
い
取
り
組
み
で
す
が
、
一
般
的
に

は「
地
域
の
売
り
込
み
な
ど
の
活
動

を
行
い
、
自
治
体
の
知
名
度
向
上
な

ど
を
図
る
取
り
組
み
の
こ
と
」と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
過
疎
地
で
あ
れ
ば
地
域
再
生
、
観

光
地
で
あ
れ
ば
観
光
振
興
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
背
景
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

自
治
体
が
、
ま
ち
の
魅
力
・
強
み
や

他
と
の
違
い
に
つ
い
て
積
極
的
に
発

信
し
、
そ
の
地
域
に「
訪
問
し
た
い
」

「
住
ん
で
み
た
い
」と
い
っ
た
よ
う

に
、
数
多
く
あ
る
自
治
体
の
中
か
ら

「
選
ば
れ
る
」よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。「

協
働
」に
よ
っ
て

市
の
魅
力
を
高
め
て
い
く

　
春
日
市
に
お
い
て
も
、
住
宅
都
市

と
し
て
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
た

め
、「
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る

地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
」が
大

切
で
す
。

　
春
日
市
は
、
転
出
入
者
の
数
が
非

常
に
多
く
、
地
域
へ
の
愛
着
が
希
薄

化
し
や
す
い
特
性
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
春
日
市
は
、「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」を
掲
げ
、
自
治
会
を

核
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活

性
化
し
て
き
ま
し
た
。

　
春
日
市
の
地
域
活
動
は
、
福
祉
や

環
境
、
防
犯
・
防
災
、
教
育
な
ど
多

面
的
に
地
域
の
皆
さ
ん
を
支
え
て
い

ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

「
協
働
に
よ
っ
て
、
数
多
く
の
市
の

魅
力
が
さ
ら
に
高
ま
り
、
も
っ
と
住

み
よ
い
ま
ち
に
な
っ
て
い
く
」と
い

う
こ
と
を
伝
え
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
一
層
推
進
す
る
た
め
に
、
春
日

市
は
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
す
。

住
み
よ
さ
を
追
求
し
て
い
く
こ
と
が

春
日
市
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
カ
タ
チ

市に対する
愛着心の醸成

地域への参画・
関与意欲向上

市外からの
認知度向上

プロモーション
（市内外）

春日市の
シティプロモーション

市民による
魅力の拡散 地域の更なる

魅力向上

「
ま
ち
の
ブ
ラ
ン
ド
」は
市
民
が
春
日
市
を
誇
り
に
思
え
る
こ
と

　
私
は
、
普
段
か
ら
全
国
の
市
町
村
に
足
を
運
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
治

体
の
広
報
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
方
自
治
体
に

お
い
て
広
報
活
動
や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
は
、
よ
う
や

く
理
解
さ
れ
始
め
た
と
い
う
段
階
で
す
。

　

春
日
市
は
、
住
宅
都
市
と
し
て
の
性
格
か
ら
①
正
確
な
情
報
伝
達
、

②
市
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
醸
成
が
広
報
広
聴
活
動
の
重
要
項
目
と
な
り

ま
す
。「
出
前
ト
ー
ク
」な
ど
の
市
長
と
市
民
・
職
員
と
の
対
話
、
自
治

会
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
よ
っ
て
、
市
民

に
対
す
る
積
極
的
な
広
報
は
全
国
で
も
先
頭
集
団
を
走
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
の
人
口
動
向
な
ど
を
考
慮
す
る
と
市
内
外
へ
の

ブ
ラ
ン
ド
発
信
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今
、
春
日
市
で
は
、
そ
の
た
め

の
芯
と
な
る「
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
」づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
末
に
は
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー「
み
ん
な
で
春
を
つ
く
ろ
う
」を
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

　

“

ま
ち
の
ブ
ラ
ン
ド＂
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
春
日
市
を
誇
り
に
思
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
価
値
を
生
み
出
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
春

日
市
の
良
さ
を
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
て
も
ら
え
る
と
幸
い
で
す
。

春
日
市
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
番ば

ん
し
ょ
う匠 

俊と
し
ま
さ允 

さ
ん

福岡市出身、横浜市立
大学卒業後、㈱宣伝会
議に入社。営業、編集
を経て、地域統括。
地域でのマーケティ
ングやＤＭＯなどの
地域活性化の講演の
傍ら、今年度から春日
市広報アドバイザー
を務める。事業構想大
学院大学修了（事業構
想修士）
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既
に
住
ん
で
い
る
人
こ
そ

市
の
魅
力
に
気
付
い
て
い
な
い

市
長　
春
日
市
の
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
た
と
き
、
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
で
、
自
治
会
を
中
心
と

し
た
市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
に

よ
っ
て
地
域
の
力
が
機
能
で
き
る
よ

う
、
さ
ら
に
協
働
の
取
り
組
み
を
発

展
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

中
村　
市
民
の
方
に
、
地
域
活
動
に

興
味
を
持
ち
、
参
加
し
た
い
と
思
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

き
っ
か
け
づ
く
り
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
か
。

市
長　
ま
ず
は
市
へ
の
愛
着
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
の
た

め
、
市
の
魅
力
を
認
識
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
転
入
し
て
き
た
人
か
ら
は
、
春
日

市
は
教
育
環
境
、
子
育
て
環
境
が
良

く
、
と
て
も
住
み
や
す
い
と
い
う
声

を
良
く
聞
き
ま
す
。

　
一
方
で
、
既
に
住
ん
で
い
る
人
こ

そ
、
春
日
市
の
良
さ
に
気
付
け
て
い

な
い
こ
と
が
多
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
、
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
今
回
の
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
を
き
っ
か
け
に
、
市
の
魅
力

を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

中
村　
道
が
き
れ
い
な
の
も
、
住
ん

で
い
れ
ば
当
た
り
前
に
な
り
ま
す
が
、

新
た
に
転
入
さ
れ
た
人
に
は
、
新
鮮

に
見
え
る
。
意
外
と
気
が
付
か
な
い

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
は
う
ま

く
広
報
し
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
ね
。

目
標
は
市
の
こ
と
を

誇
ら
し
げ
に
思
っ
て
く
れ
る
こ
と

市
長　
さ
ら
に
住
み
や
す
い
ま
ち
を

つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
現
在
取

り
組
ん
で
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
よ
う
に
、
老
若
男
女
問
わ

ず
、
地
域
の
絆
が
生
ま
れ
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

中
村　
常
連
さ
ん
ば
か
り
の
店
に
は

初
め
て
の
客
は
入
り
づ
ら
い
。
転
出

入
が
多
い
ま
ち
で
す
し
、新
し
く
入
っ

て
き
た
方
を
い
か
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
迎
え
入
れ
る
か
が
大
事
で
す
よ
ね
。

市
長　
現
在
市
で
も
、
行
政
と
市
民

の
距
離
を
近
付
け
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
活
動
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

す
る
取
り
組
み
も
始
め
ま
し
た
。

中
村　
大
変
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
献
血
だ
っ
て
、
献
血
し
た
人
に

は
特
典
が
あ
る
。
こ
う
い
う
ギ
ブ
ア

ン
ド
テ
イ
ク
の
取
り
組
み
が
、
長
続

き
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。

　

コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
仕
事
を
す

る
と
き
に
は
、「
誰
の
た
め
に
、
誰

に
伝
え
た
く
て
、
何
を
感
じ
て
欲

し
く
て
コ
ピ
ー
を
書
く
の
か
」と
い

う
こ
と
は
、
常
に
見
失
わ
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
春
日
市
の
コ
ピ
ー（
ブ
ラ

ン
ド
イ
メ
ー
ジ
）の
目
的
は
、
市
外

の
人
に「
春
日
市
に
来
て
く
だ
さ

い
」と
伝
え
る
も
の
で
は
な
く
、
住

ん
で
い
る
人
が
、
春
日
市
の
こ
と

を
誇
ら
し
げ
に
思
っ
て
く
れ
る
こ

と
が
目
標
で
す
。

双
方
向
の
関
係
こ
そ

春
日
市
の
ブ
ラ
ン
ド

市
長　
私
も
そ
う
感
じ
て
い
ま
す
。

　
市
民
に「
開
か
れ
た
行
政
」と
な
る

に
は
、
市
民
と
情
報
を
共
有
し
、
双

方
向
の
関
係
と
な
る
こ
と
が
大
事
で

す
。
そ
し
て
、
こ
れ
こ
そ
が
春
日
市

の
、
他
に
は
な
い
ブ
ラ
ン
ド
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
は
、

こ
れ
を
伝
え
る
ツ
ー
ル
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
村　
そ
う
で
す
ね
、ぜ
ひ
ツ
ー
ル
、

つ
ま
り
道
具
と
し
て
使
っ
て
く
だ
さ

い
。
飾
り
物
と
し
て
眺
め
て
い
る
だ

け
で
は
な
く
て
、
こ
の
言
葉
が
市
民

の
中
に
届
い
て
い
て
、
こ
の
言
葉
を

使
う
こ
と
で「
春
日
市
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
な
ぁ
」と
い
う
幸
せ
な
気
持

ち
に
な
る
よ
う
に
。
そ
の
た
め
の
言

葉
だ
と
思
い
ま
す
。

中
な か む ら

村　禎
ただし

 さん（コピーライター）
1957年 生 ま れ。01年 にKDDIの 企 業
広告でTCCグランプリを受賞。03年
には阪神タイガース・星野監督の優勝
感謝広告のコピーが話題を集め、04
年のTCC賞を受賞。主な仕事に、とら
ばーゆ「プロの男女は差別されない。」、
KDDI「がんばれNTT がんばるKDDI」、
星野仙一「あ~しんどかった（笑）」、資
生堂「夕方の私は何歳に見えているだろ
う」、ペア碁W杯2016「最近、アタマ
を使って遊んでいますか?」ほか多数。

日常の中にある「魅力」を発信し、地域の絆を生みたい

春日市長

井上　澄和
ブランドイメージ考案者

中村　禎×
　ブランドイメージづくり。それは「家づくり」に例えると、そこに住む家族がそれぞれ思っ
ている、外観や間取り、リビングの広さ、キッチンの形などの理想をもとに、家を建築す
ることです。その中で、図面を引き、家を建てる建築家となるのがコピーライターの中村
さん。
　平成29年８月25日、どのようなブランドイメージを作るかについて、市長と語り合いました。
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ワークショップを開催
春日市では、ブランドイメージづくりも、市民の皆さんと「協働」で取り組みました。

⃝春日市のいいところって何だろう?
⃝春日市の気がかりなところって何だろう?
⃝こんなことができたらいいな
　これらの市への“思い”を収集しました。

ブランドのコンセプトを
練る（8/26）

　中村 禎さんが作成した3つのブランドイ
メージ（案）に対し、感じたことを話し合
い、一つに決定しました。

春日市ブランドイメージ

「みんなで春をつくろう」ができるまで

　憧れでもあった、プロのコピーライター
に会える機会ということもあり、進路選択
の参考の場として参加しました。特に刺激
を受けたのは初回です。色々な活動に携
わっている人から私の知らない市の魅力を
たくさん教えてもらいました。３歳のころ
から春日市に住んでいましたが、改めてそ
の良さに気付くことができました。
　「みんなで春をつくろう」というコピー
は、「鮮やか」で「きれい」だと思います。ひ
らがなの間に漢字で配置されている「春」が
目につき、文字のバランスも素晴らしく、
春日市にしか出せないコピーだと感じまし
た。これから、このコピーにピッタリなロ
ゴができることを楽しみにしています。

将来は広告や広報の仕事を
したい、という本田さん。
３回全てに出席した彼女に
感想を尋ねました。

本
ほ ん だ

田 真
ま り え

梨恵さん
（筑紫中央高校３年）

　「春日市の魅力を発信し価値を高めた結果、将来的に市民や市外住民から獲得したい市の評価」
をキャッチコピーのように一言にまとめたものです。
　シティプロモーションをどのような方向性で進めるのかを簡単かつ明確に示した言葉でもあり、
大人も子どもも、誰もが分かりやすく、春日市に誇りを持って語れる点が重要です。

STEP
1

STEP
2

STEP
3

ワークショップに参加して

⃝春日市がどんなまちだと言われたいか?
⃝春日市をどんなイメージだと思われたいか?
⃝近い将来、こんな春日市になるといいなぁ

これらの観点から、「コミュニティ」、「交流」
などの共通するキーワードを抽出しました。

ブランドのコンセプトを
絞る（9/16）

ブランドイメージが
決定する（11/3）

ブランドイメージ
とは？
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市民投票 市民の皆さんの投票をお待ちしています！
２月上旬～３月上旬（予定）
※投票場所など詳細は決まり次第、市報やウェブサイトでお知らせします。

一次審査 応募作品から、数作品に絞り込みます！
井
いのうえ

上澄
すみかず

和        （春日市長）
中
なかむら

村　禎
ただし

さん  （コピーライター・春日市ブランドイメージ考案者）
篠
しのざき

崎日
ひ な こ

向子さん（広告・クリエイティブ専門誌「ブレーン」編集長）

春 日 市
ブランド
ロゴ決定

Kasuga Brand Logo Award 受賞者を決定！
受賞者には表彰式で市長から賞状を授与します。
記者発表や雑誌媒体などへの掲載を予定しています。

コンテスト特設サイト
ＵＲＬ：http://www.sendenkaigi.com/event/
　　　　kasuga2017/

作品募集

問い合わせ先　秘書広報課広報広聴担当　☎（584）1111（代）　F（584）1145

春日市ブランドロゴコンテスト実施中！

キャッチコピーとロゴは、
来年度以降の市の広報
で活用します！

応募方法

応募締切

選考基準

審 査 員

投票期間

応 募 先

1

2

3

4

中村　禎　 篠崎日向子

注意事項

ロゴデザイン大募集!!
ブランドイメージ「みんなで春をつくろう」にぴったりなロゴデザインを、全国から募集
します！応募に制限はなく、プロアマ問わず広く募集します。

コンテスト特設サイトから応募用紙を入手し、記入して郵送する
※応募用紙は秘書広報課でも配布しています。

1月15日㈪ 消印有効
㈱宣伝会議　九州本部　春日市ブランドロゴ係
〒810-0001　福岡市中央区天神2-14-8　福岡天神センタービル7階
課題のテーマ「みんなで春をつくろう」に合ったものであること
春日市の目指すまちの姿に合致し、明るく前向きで、創造性あるロゴマークであること

・「みんなで春をつくろう」を想起させる、もしくは連動するもの。
・「みんなで春をつくろう」のボディコピーの趣旨と合致するもの。
・ポスター、チラシ、封筒、名刺、ウェブサイトなど広範囲に利用可能なもの。
・拡大・縮小・白黒での使用を考慮したもの。
・横組み、正方形でのバリエーションを考慮したもの。

　　　　  ・応募作品に関する一切の権利（著作権法27条及び28条の権利を含む）は、応募の時点で、春日市ならびに株式会
社宣伝会議に帰属します。著作者人格権は行使できません。応募作品は春日市の広報に使用できるものとします。
この場合、広告使用に関する使用料などは原則発生しません。

・採用作品についてはシンボルマーク、ポスターとして使用する上で必要な修正や加工を行うことがあります。
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問い合わせ先  都市計画課公園担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1143

　工事中は、ご迷惑をお掛けしますが、ご協力よ
ろしくお願いします。

工事期間　１月15日㈪〜２月28日㈬
利用できない遊具

一部の遊具が利用できません
白水大池公園の遊具施設改築更新工事

　｢もったいない！食品ロスを減らそう！」というテーマで
募集し、厳正な審査を行った結果、次のとおり入選作
品が決定しました。最優秀作品は平成30年度の春日市
指定ごみ袋の外袋に印字するなど、活用します。

入選作品（敬称略）
○最優秀作品　
　▷食べ残し　しないさせない　我がしつけ
　　（林

はやし
　二

ふ み お
三男　春日公園）

○優秀作品
　▷︎ダイエット　ゴミも私も　スマートに
　　（高

こ う そ
祖幸

ゆ き え
絵　小倉東）

問い合わせ先  環境課ごみ減量担当
☎️(584)1111㈹　F(584)1147

　20歳から60歳までの人は、必ず公的年金（厚生
年金や国民年金）に加入しなければなりません。
　20歳になると、国民年金に加入が必要な対象
者には、日本年金機構から案内が送付されるので、
加入の手続きをしてください。
　公的年金は、老後の生活を支えるだけでなく、
病気や事故などで障がいの状態になった場合や、
もしものときに遺族を支えるものでもあります。
忘れずに納付しましょう。

国民年金保険料の額（平成29年度）　月額1万
6,490円

○納付が困難な場合には
　　学生は、本人の所得が一定額以下の場合、申

請により保険料の支払いが猶予される特例制度
があります。

　　また、学生以外で納付が困難な場合にも、所
得が一定額以下であれば申請により免除や猶予
を受けることができる免除制度があります。

問い合わせ先  
▷市民課年金担当
   ☎（584）1111㈹　F（584）1141
▷南福岡年金事務所
   ☎（552）6128　F（541）7649

20歳になったら
国民年金に加入してください

白水大地
公園

ちびっ子
広場

芝生広場

てんとう虫スベリ台

登りロープ登りロープ

多目的広場
星の館

噴水

管理棟

壁泉

Ⓟ

Ⓟ

Ⓟ

Ⓟ

▲登りロープ ▲てんとう虫スベリ台

　▷食べ物も　棄ててしまえば　ただのゴミ
　　（小

こ や ま
山栄

え い お
雄　塚原台）

　▷なぜ棄てる　俺はまだまだ　役にたつ
　　（小山栄雄　塚原台）
　▷残り物　大掃除の日は　新レシピ！
　　（廣

ひ ろ せ
瀬久

く み こ
美子　須玖南）　

▲最優秀作品受賞者の林二三男さん（右）、井
いのうえ

上市長

かすがエコ川柳コンクール
結果発表
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応募・問い合わせ先  健康スポーツ課スポーツ担当（〒816ｰ0831　
大谷6ｰ28総合スポーツセンター2階）

☎️（571）3247　F（571）3305

スポーツの素晴らしさを一緒に伝えませんか
春日市スポーツ推進委員（非常勤特別職）

主な活動内容　定例会（月1回）、自主研修会（月1回）、
市主催行事への協力、地域事業への協力、市内各
小中学校体力測定への協力、自主事業の開催

対象　次の全てに該当する人
▷市に居住しており、平成30年4月1日現在の年齢が

20歳以上
▷運動・スポーツに関する深い関心と理解があり、

市民の運動・スポーツ活動に対してボランティア
精神と熱意をもって業務を行うことができる

▷活動内容と方向性を理解し、他の委員と協調して

業務内容　介護保険事業者の指定および指導に関
する事務、介護保険サービス給付適正化に関する
事務、その他関連事務など

対象　介護支援専門員の資格と普通自動車運転免
許（ＡＴ限定可）を有し、パソコンの操作ができる
人（ワードによる文書の作成、エクセルによる表
作成ができること）

任用期間　４月１日〜平成31年３月31日（更新の場
合あり）

勤務日数　週５日（月〜金曜日）
勤務時間　午前８時30分〜午後４時45分（途中45

分の休憩あり）
勤務場所　高齢課（市役所1階）
報酬　月額21万400円程度（有給休暇・社会保険・

交通費制度あり、賞与なし）
募集人員　１人
選考方法　１次：書類審査、２次：面接（日程は後日

連絡）
応募方法　１月１７日㈬（必着）までに、履歴書と介

護支援専門員証の写しを提出する（郵送可）

応募・問い合わせ先  高齢課指定指導担当（〒816ｰ8501春日市役所）
☎️（584）1111㈹　F（584）3090

介護保険事業者の指定や指導業務
介護支援専門員（嘱託）募集

業務内容　要介護認定調査、介護保険の申請受付、
オンライン入力など

対象　介護支援専門員（ケアマネジャー）の資格と
普通自動車運転免許（AT限定可）を有し、パソ
コン（ワード・エクセル）の操作ができる人

任用期間　4月1日〜平成31年3月31日（更新の場
合あり）

勤務日数　週5日（月〜金曜日）
勤務時間　午前8時30分〜午後4時45分（途中45

分の休憩あり）
勤務場所　高齢課（市役所1階）
報酬　月額21万400円程度（有給休暇・社会保険・

交通費制度あり、賞与なし）
募集人員　2人
選考方法　1次：書類審査、2次：面接・筆記試験（日

程は後日連絡）
応募方法　1月12日㈮（必着）までに、履歴書と資

格証の写しを提出する（郵送可）

応募・問い合わせ先  高齢課介護保険担当(〒816ｰ8501春日市役所）
☎️（584）1111㈹　F（584）3090

介護認定調査、申請受付業務
介護保険認定調査員（嘱託）募集

円滑に会の運営ができる
任期　2年（4月1日〜2020年3月31日）
報酬　年額9万7,500円（費用弁償として事業などへ

の参加1回あたり別途1,000円を支給）
※報酬には一定の条件があります。詳しくは募集要

項を見てください。
募集人数　20人
選考方法　1次：書類選考、2次：面接
応募方法　2月1日㈭（必着）までに、「春日市スポーツ

推進委員選考申込書履歴書」と「自己紹介書」を提出
する（郵送可）

※応募に必要な様式は、市ウェブサイトから入手す
るか、問い合わせてください。
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　平成27年度に実施した国土調査（地籍調査）の
成果について、地権者を対象に閲覧を実施します。
　該当の地権者には、後日案内します。

対象区域　千歳町1〜3丁目
日程・場所　
▷1月29日㈪〜2月4日㈰
　千歳町共同利用施設（千歳町公民館）
▷2月5日㈪〜18日㈰
　市役所3階301会議室
時間　午前9時30分〜午後4時

問い合わせ先  用地課地籍調査担当
☎️(584)1111㈹　F(584)1143

閲覧できます
国土調査（地籍調査）成果

対象　次の全てに該当する人
▷保健師の資格を有し、産業保健師として実務経

験がある人
▷パソコン（ワード・エクセル）の簡単な操作がで

きる人
任用期間　4月1日〜平成31年3月31日（更新の場

合あり）
勤務日数　週5日〜週3日の範囲内で相談に応じ

る（土・日曜日、祝日は休み）
勤務時間　午前8時30分〜午後5時の範囲内で相

談に応じる（途中45分の休憩あり）
勤務場所　市役所
報酬　勤務日数などに応じ、月額14〜20万円程

度（有給休暇・社会保険（条件あり）・交通費制
度あり、賞与なし）

募集人員　1人
選考方法　書類審査・面接
応募方法　1月15日㈪（必着）までに、履歴書と保

健師資格証の写しを提出する（郵送可）　

応募・問い合わせ先  人事法制課人事担当（〒816ｰ8501春日市役所）
☎️(584)1111㈹　F(584)1145

市職員の健康相談、健康指導など
産業保健師（嘱託）募集

問い合わせ先  社会教育課社会教育担当（〒816ｰ0831大谷6ｰ24)
☎️（575）4121　F（593）7380

社会教育指導員・地域活動指導員
（嘱託）募集

○社会教育指導員
　業務内容　家庭教育事業の企画、運営など社会教
　　育事業の推進に関すること
　対象　家庭教育に関する経験や知識がある人
　勤務場所　ふれあい文化センター旧館１階
　募集人員　１人
○地域活動指導員
　業務内容　コミュニティー・スクールや放課後子
　　供教室（アンビシャス広場）事業の推進など子ど
　　もを育む地域活動推進体制づくりに関すること
　対象　生涯学習や地域活動に関する経験や知識が
　　ある人

　勤務場所　市役所４階
　募集人員　１人
○共通事項
　任用期間　４月１日〜平成31年３月31日
　勤務日数　週５日（土・日曜日勤務の場合あり）
　勤務時間　①午前８時45分〜午後５時、②午前10
　　時45分〜午後７時、③午後０時45分〜９時のい
　　ずれかの交代制勤務（途中45分の休憩あり）
　報酬　月額17万5,000円程度（有給休暇・社会保険・
　　交通費制度あり、賞与なし）
　選考方法　書類審査、面接
　応募方法　1月２9日㈪（必着）までに、履歴書と活
　　動経験をまとめた自己紹介文（Ａ４用紙１枚程
　　度）を提出する（郵送可）
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第43回春日市走ろう大会

ラン（子ども）＆ウォーク

市の農業発展に尽力

農林水産業特別功労者表彰受賞
自分たちのまちは自分たちで清掃を

秋のクリーン作戦
　平成29年10月28日に開催された「第21回福岡
県農林水産まつり」の表彰式典において、前農業
委員会会長の鬼

おにくら
倉

こう
一
いち

さん（故人）が、農業部門の
「農林水産業特別功労者表彰」を受賞したことを、
息子の政

まさよし
義さんが井

いのうえ
上市長に報告しました。

　長年、市農業委員会長を務め、女性農業委員の
積極的登用や市民農園の提供など、市民の農業へ
の理解や促進に貢献したことが評価されました。

　平成29年11月12日、市内の各地区で秋のクリー
ン作戦が行われ、早朝から、多くの地域の人が参
加し、自分たちの地域の清掃を行いました。
　春日原南地区では、春日野中学校の生徒も多数
参加。地域の人たちと協力しながら、公民館や地
区内にある妙

みょうけんしらひげいなり
見白鬚稲荷社内のごみ拾いや枯葉集

めを行いました。

　平成29年11月26日に、第43回春日市走ろう大会
「ラン（子ども）&ウォーク」が白水大池公園で行われま
した。429人が参加し、5歳から小学6年生までの子
どもたちが、精一杯走り抜きました。また、ヘルスリー
ダーと市内コース（4kmと10km）を歩くウォーキン
グも同時開催しました。

大会結果（1位のみ、敬称略）

マラソン
【400m 就学前の部】
▷就学前男子　横

よ こ た
田心

し ん た
大 ▷就学前女子　山

やまかわ
川渚

な ぎ さ
沙

【1㎞の部】
▷小学1年生男子　石

いしまる
丸陽

は る と
翔 ▷小学1年生女子　三

み む ら
村

真
ま お

央 ▷小学2年生男子　相
あ い ば

場悠
ゆうしん

伸 ▷小学2年生女子　
草
く さ ば

葉柚
ゆ う

羽 ▷小学3年生男子　伊
い と う

藤智
と も や

哉 ▷小学3年生
女子　江

え と う
藤朱

あ か り
里

【2.2㎞の部】

▷小学4年生男子　船
ふ な つ

津陽
は る と

登 ▷小学4年生女子　斉
さいとう

藤
凪
な ぎ さ

沙 ▷小学5年生男子　島
しまむら

村真
ま な と

登 ▷小学5年生女子　
伊
い と う

藤友
ゆ う

優 ▷小学6年生男子　高
たかはら

原颯
そ う ご

吾 ▷小学6年生
女子　別

べっとう
當映

ひ い ろ
彩

駅伝
【駅伝の部】
那珂川（春日）ジュニアランナーズA（優勝）

▲報告に訪れた鬼倉政義さん（右）、井上市長

▲スタートの合図を、今か今かと待ち構える参加者たち

▲公民館横のせん定を手伝う中学生の皆さん



情報ひろば春日市役所　☎584-1111㈹
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/
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あのころ、春日のまちにアメリカがあった

米軍ハウスの世界 まちあるき
秋の夜の幻想的な風景

あんどんともる夜の図書館
　奴国の丘歴史資料館で開催されていた企画展

「米軍ハウスの世界」に関連した「まちあるき」が、
平成29年11月19日に行われました。
　参加者は、春日ベース・ハウスの会の説明を受
けながら、春日原に戦後建てられたアメリカ兵用
住宅（米軍ハウス）を見学しました。その後米軍ハウ
スを改修したカフェで、通っていた幼稚園児の半
分がアメリカ人だったという話などを聞きました。

▲語り部から当時の話を聞く参加者

　平成29年11月12日、市民図書館で「夜の図書
館」が開催されました。真っ暗になった図書館に小・
中学生が作ったあんどんがともり、その中で木管
五重奏や星空映写会などの催しが行われました。
　また、今年度の春日奴国あんどん祭りは雨のた
め中止となりましたが、市民による手作りあんど
んが、ふれあい文化センターにともり、来館者を
楽しませていました。

▲あんどんの光で本を読む子どもたち

　平成29年11月11日秋空の下、春日まちづくり支援セ
ンター・ぶどうの庭で「であい祭」が行われました。
　多くの人が訪れる中、惣利酔狂ちんどん一座のち
んどん行列、獅子舞で始まりました。
　一番人気は、芝

し ば た や ま
田山部屋の力士による餅つき

で、その他、日頃ぶどうの庭を利用している団体の
活動発表などがあり、最後はよさこいチーム「あ
ん」による演舞も行われ大盛況でした。

（広報レポーター　長
な が た

田豊
と よ き

喜）

　平成29年11月18日、生徒368人と保護者、地域
の人51人が、春日野中学校から太宰府天満宮まで
の往復15kmを「カチ歩き」しました。
　カチとは「徒」と「勝」のことで、体力と忍耐力を
鍛え、自立を促すことを目的に、「春日野中コミュニ
ティ・スクール『の中

ちゅう
応援団』」主催で、毎年開催さ

れています。太宰府天満宮に予定通りに到着し、3
年生は受験の合格祈願をしました。

（広報レポーター　鬼
おにづか

塚文
ふ み こ

子）

第15回
ぶどうの庭「であい祭」

春日野中学校
第４回カチ歩き大会

広報
レポーター
だより

▲会場内を演奏しながら練り歩く惣利酔狂ちんどん一座▲太宰府天満宮へ向かう参加者たち

広報
レポーター
だより
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開
催
し
ま
す

本
の
リ
サ
イ
ク
ル

Ｂブ
ッ

ク

Ｏ
Ｏ
Ｋ
バ
ト
ン
２
０
１
８

　
図
書
館
で
不
要
と
な
っ
た
約
１
万

冊
の
大
人
向
け
の
本
を
中
心
に
、
１

人
20
冊
ま
で
無
料
配
布
し
ま
す
。

日
程
・
内
容

▽
１
月
19
日
㈮　
専
門
書
、
雑
誌
な

ど
▽
20
日
㈯　
小
説
、
実
用
書
な
ど

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
１

階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
い
合
わ
せ
先　
市
民
図
書
館

☎︎（
５
８
４
）４
６
４
６

F（
５
８
４
）３
９
０
０

市
民
図
書
館
朗
読
会
２
０
１
８

渡
辺
美
佐
子
さ
ん
に
よ
る

お
は
な
し
と
朗
読

　
向む
こ
う
だ田
邦く
に
こ子
さ
ん
や
佐さ
と
う藤
愛あ
い
こ子
さ
ん

な
ど
女
性
作
家
の
作
品
を
中
心
に
朗

読
し
ま
す
。

　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時　
1
月
21
日
㈰　

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分（
開
場
：

午
後
1
時
〜
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
サ
ン
ホ
ー
ル

出
演　

渡わ
た
な
べ辺
美み

さ

こ
佐
子
さ
ん（
俳
優
、

紫し
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う

綬
褒
章
・
旭
き
ょ
く
じ
つ
し
ょ
う
じ
ゅ
し
ょ
う

日
小
綬
章
・
坪つ
ぼ

内う
ち

逍し
ょ
う
よ
う遥

大
賞
を
受
賞
）

定
員　
２
５
０
人（
当
日
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先　
市
民
図
書
館

☎（
５
８
４
）４
６
４
６

F（
５
８
４
）３
９
０
０

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

平
成   29
年
度
民
俗
企
画
展（
無
料
）

ナ
ベ
・
カ
マ
の
移
り
変
わ
り

　
縄
文
時
代
か
ら
昭
和
前
半
ま
で
の

鍋
や
釜
の
移
り
変
わ
り
を
、
市
内
の

遺
跡
の
出
土
品
や
民
具
を
中
心
に
展

示
し
、
鍋
や
釜
に
ま
つ
わ
る
信
仰
も

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

期
間　
1
月
13
日
㈯
〜
3
月
11
日
㈰

（
１
月
16
日
㈫
・
２
月
20
日
㈫
は

休
館
日
）

時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
入

館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場
所　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
特
別

展
示
室

問
い
合
わ
せ
先　
同
歴
史
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア
２
０
１
８

ｉイ
ンｎ　
Ｆフ

ク

オ

カ

Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ（
無
料
）

　
福
祉
施
設
・
事
業
所
と
の
面
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　
託
児（
生
後
３
カ
月
以
上
の
未
就

学
児
、
要
申
し
込
み
）も
あ
り
ま
す
。

対
象　
社
会
福
祉
施
設
な
ど
へ
の
就

職
希
望
者（
資
格
・
経
験
は
不
要
）

日
時　
２
月
３
日
㈯

　
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３ｰ

１ｰ

７
）

内
容　
就
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー
、
就
職

面
談
会
、
福
祉
関
係
資
格
求
職
相

談
託
児
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
社

会
福
祉
協
議
会
人
材
・
情
報
課

☎（
５
８
４
）３
３
１
０

F（
５
８
４
）３
３
１
９

市
民
の
想
い
を
、
声
で

第
３
回
旧
南
部
清
掃
工
場

跡
地
整
備
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
３
回
目
か
ら
の
参
加
も
可
能
で
、　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
福
岡
都
市
圏
南
部

環
境
事
業
組
合
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w

w
.f-nanbukankyo.

jp/2017/11/post-9.php
）を
見

て
く
だ
さ
い
。

日
時　
１
月
21
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
ク
リ
ー
ン
・
エ
ネ
・
パ
ー
ク

南
部
管
理
棟
１
階
研
修
室

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
都
市
圏
南
部

環
境
事
業
組
合
総
務
課

☎（
５
９
６
）１
５
７
０

F（
５
９
６
）１
５
７
９

初
心
者
や
親
子
歓
迎

の
ぼ
り
窯
体
験
広
場

や
き
も
の
作
り
教
室

　
作
っ
た
作
品
は
、
窯
で
焼
い
て
、

後
日
渡
し
ま
す
。

期
日　
２
月
10
日
㈯

時
間

▽
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

▽
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
の
ぼ
り
窯
体
験
広
場

材
料
費　

粘
土
５
０
０
ｇ
当
た
り

３
０
０
円

定
員　
各
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
１
月
10
日
㈬
〜
２
月
９

日
㈮
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

直
接
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望

時
間
を
伝
え
る

※
申
し
込
み
は
、
参
加
者
本
人
か
、

そ
の
家
族
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
保
護
者

同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
奴
国
の
丘

歴
史
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

正
し
い
し
つ
け
の
方
法
を
学
べ
ま
す

犬
の
し
つ
け
方
教
室

参
加
者
募
集

　
犬
に
関
す
る
基
礎
知
識
、
犬
の
飼

い
方
・
し
つ
け
方
、
モ
デ
ル
犬
に
よ

る
し
つ
け
方
の
実
演
を
行
い
ま
す
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
人

※
犬
の
同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　
１
月
30
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　
春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー
・
ぶ
ど
う
の
庭

講
師　
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
職
員

参
加
費　
１
人
２
０
０
円（
ぶ
ど
う

の
庭
利
用
料
）

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
１
月
22
日
㈪
ま
で
に
、

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
ぶ
ど
う
の

庭
☎（
５
８
９
）３
３
８
８

F（
５
８
９
）３
３
９
９

 info@
budounoniw

a.com

イ
ベ
ン
ト  Event

環
境  Environm

ent

講
演
・
講
座  Lecture
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知
っ
て
い
ま
す
か
？

 

ご
み
の
こ
と

パ
ソ
コ
ン
の
無
料
回
収

　
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
パ
ソ
コ

ン
は
、
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
株
式

会
社（
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

の
認
定
事
業
者
）に
無
料
で
引
き

取
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。市
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
た
り
、

粗
大
ご
み
と
し
て
出
し
た
り
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

利
用
方
法

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
サ
イ

ト
で「
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
」

と
検
索
し
、
同
社
の
サ
イ
ト

(http://w
w

w
.renet.jp/)

内
に
あ
る
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

で
希
望
日
時
な
ど
を
入
力
す

る
。

②
パ
ソ
コ
ン
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
な

ど
に
詰
め
る
。

※
箱
は
３
辺
の
合
計
が
１
４
０
cm

以
内
で
、
重
さ
20
㎏
以
内
の
も

の
に
限
り
ま
す
。

③
希
望
し
た
日
時（
最
短
翌
日
）

に
、
回
収
に
来
た
宅
配
業
者
に

引
き
渡
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
ご
み
減

　
量
推
進
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
）

F（
５
８
４
）１
１
４
７

春
日
市
消
費
者
の
会

消
費
者
啓
発
講
演
会（
無
料
）

暮
ら
し
の
中
の
危
険
と
損
害
保
険

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
関
わ
り
の
深

い
、
住
ま
い
、
車
、
生
命
な
ど
の
保

険
に
つ
い
て
、
そ
の
補
償
内
容
や
加

入
す
る
ポ
イ
ン
ト
、
注
意
点
な
ど
に

つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま

す
。

　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時　
１
月
23
日
㈫

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
市
男
女
共
同
参
画
・
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
じ
ょ
な
さ
ん
研
修
室

演
題　
暮
ら
し
の
中
の
危
険
と
損
害

保
険

講
師　
日
本
損
害
保
険
協
会
員

問
い
合
わ
せ
先　
安
全
安
心
課
防
犯

安
全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
）

F（
５
８
４
）１
１
４
３

誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
へ

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
知
っ
て
い
ま
す
か

人
権
学
習
会（
無
料
）

　
年
齢
や
性
別
な
ど
に
関
係
な
く
、

誰
も
が
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
社
会
を
目
指
す
た
め
に
、
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ（
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
一

つ
）に
関
す
る
学
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時　
１
月
14
日
㈰

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分（
開
場
：

午
後
１
時
30
分
）

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー　

サ
ン
ホ
ー
ル

講
師　
石い
し
ざ
き﨑
杏あ
ん
り理
さ
ん（
多
様
な
性

の
子
ど
も
と
若
者
を
サ
ポ
ー
ト
す

る「
Ｆフ

レ

ン

ズ

Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
」代
表
）

問
い
合
わ
せ
先　
社
会
教
育
関
係
団

体
連
絡
室（
火
〜
土
曜
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
）

☎（
５
７
５
）０
７
６
８（
F
兼
用
）

応
急
処
置
を
身
に
付
け
ま
せ
ん
か

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
署

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅲ（
無
料
）

　
人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
除
細
動
器
）な
ど
の
応
急
処
置

を
身
に
付
け
る
救
命
講
習
会
で
す
。

対
象　
春
日
市
、
大
野
城
市
、
那
珂

川
町
に
居
住
か
通
勤
す
る
中
学
生

以
上
の
人

〇
普
通
救
命
講
習
Ⅲ

　
日
程　
２
月
11
日
㈰

〇
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

　
日
程　
２
月
18
日
㈰

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
45
分

場
所　
春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消

防
本
部（
春
日
２ｰ

２ｰ

１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定
員　
40
人

申
込
方
法　
開
催
日
の
３
日
前
ま
で

に
、
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

▽
同
消
防
署
警
防
課
救
急
情
報
係

　
☎（
５
８
４
）１
１
９
０

　
F（
５
８
４
）１
２
４
０

▽
同
消
防
署
本
署
救
急
係

　
☎（
５
８
４
）１
１
９
９

　
F（
５
８
４
）１
１
６
１

妊
娠
中
の
悩
み

共
有
し
ま
せ
ん
か

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス

　
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
と
お
や
つ
を
用
意

し
て
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
待
っ
て
い

ま
す
。

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象　
市
に
居
住
す
る
妊
婦（
パ
ー

　
ト
ナ
ー
も
参
加
可
）

日
時　
１
月
22
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
和
室

内
容

▽
午
後
１
時
30
分
：
管
理
栄
養
士
に

よ
る
講
話「
妊
婦
の
食
事
、
冬
編
」

▽
午
後
２
時
30
分
：
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

参
加
費　
１
０
０
円

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　
１
月
４
日
㈭
〜
19
日
㈮

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名
、生
年
月
日
、出
産
予
定
日
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支

援
課
母
子
保
健
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
５

F（
５
０
１
）０
０
５
１

法
テ
ラ
ス
福
岡

弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談

　
一
定
の
収
入
を
超
え
な
い
人
を
対

象
と
す
る
た
め
、
予
約
の
際
に
収
入

な
ど
を
尋
ね
ま
す
。

日
時　
１
月
18
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所　
福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局（
筑

紫
野
市
二
日
市
中
央
５ｰ

14ｰ

７
）

定
員　
６
人（
申
込
先
着
順
）

※
相
談
時
間
は
、
１
人
30
分
以
内
で

す
。

申
込
方
法　
電
話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
法
テ
ラ
ス

福
岡

☎
０
５
０（
３
３
８
３
）５
５
０
２

子
育
て  Parenting

相
談  C

onsultation
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困ったときは消費生活センターへ
☎（584）1155（直通）
相談日　毎週月〜金曜日
時　間　午前10時〜午後0時15分
　　　　午後1時〜4時
場　所　春日市消費生活センター
　　　　（光町1ｰ73）
※相談は無料です。

過量販売

相談事例
　独り暮らしの母の自宅を訪問す
ると、新しい布団が押入れに５枚
入っていた。母に確認すると、訪
問販売で断りきれず、１枚契約し
たら、その後何度も訪問され、次々
と契約させられたという。母は年
金暮らしで支払い能力もなく、必
要もないので返品し、返金してほ
しい。

対応例
　これらの販売方法は、消費者の
支払い能力を考慮せず、大量に商
品を購入させているため、契約内
容によっては「過量販売」に当たる
取引になります。
　訪問販売は、事業者から法定書
面を受け取った日から８日間以内
であれば、クーリング・オフがで
きます。また、過量に契約させら
れている場合、契約締結後１年間
は申し込みの撤回または契約の解
除ができます。
　ただし、１年以上前の契約につ
いては、過量販売解除権が認めら
れません。しかし、契約の締結を
行う際、故意に事実を告げていな
い場合や、契約時に相手を威迫し
て困惑させていた場合などは、解
約交渉を行えます。
　クーリング・オフ期間が経過し
ていても、契約が解除できること
もあります。諦めずに消費生活セ
ンターに相談しましょう。

平
成   29
年
度

自
衛
官
採
用

試
験
案
内

○
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

（
一
般
）

　
資
格　
中
学
校
卒
業
者
ま
た
は
中

等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
修

了
者（
見
込
み
含
む
）で
、
15

歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

　
試
験
日
程

　
▽
１
次
：
１
月
20
日
㈯

　
▽
２
次
：
２
月
３
日
㈯

　
受
付
期
限　
１
月
９
日
㈫

○
自
衛
官
候
補
生（
男
子
）

　
資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男

子

　
試
験
日
程　
１
月
21
日
㈰
、
22
日

㈪

　
受
付
期
限　
１
月
16
日
㈫

問
い
合
わ
せ
先　
自
衛
隊
福
岡
地
方

協
力
本
部
福
岡
地
区
隊
春
日
分
駐

所
☎（
５
９
１
）７
４
５
０（
F
兼
用
）

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の

勉
強
会
開
催

参
加
者
募
集（
無
料
）

　
オ
ス
ト
メ
イ
ト（
人
工
肛
門
・
人

工
ぼ
う
こ
う
を
つ
け
て
い
る
人
）の

勉
強
会
で
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

対
象　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
、
家
族
、
医

療
関
係
者
、
介
護
職
員
、
そ
の
他

希
望
者

日
時　
１
月
20
日
㈯

　
午
後
１
時
〜
３
時

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
階
東

棟
視
聴
覚
室（
原
町
３ｰ

１ｰ

７
）

内
容

▽
体
験
発
表（
ウ
ロ
・
コ
ロ
）

▽
室
内
競
技

問
い
合
わ
せ
先　

▽
公
益
社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会
県
支
部
事
務
局　

　
☎（
５
７
２
）７
７
８
８（
F
兼
用
）

▽
同
会
筑
紫
分
会　
西に
し
は
ら原

　
☎
０
８
０（
５
２
８
３
）８
３
２
５

　
☎（
５
０
１
）８
３
２
５（
F
兼
用
）

県
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
エ
ク
セ
ル
応
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成（
夜
間
）講
習
会

　

自
立
促
進
の
た
め
の
講
習
会
で

す
。

　

託
児（
１
歳
以
上
の
未
就
学
児
・

要
予
約)

も
あ
り
ま
す
。

対
象　
一
人
親
家
庭
の
母
、
父
、
寡

婦
で
、
求
職
や
転
職
を
希
望
し
て

い
る
、
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
が

で
き
る
人

※
講
習
会
の
全
日
程
に
出
席
し
、
終

了
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

期
間　
２
月
８
日
㈭
、
９
日
㈮
、
15

日
㈭
、
16
日
㈮
、
20
日
㈫
、
22
日

㈭
、
23
日
㈮
、
27
日
㈫（
全
８
回
）

時
間　
午
後
６
時
30
分
〜
９
時

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
４
階
Ｏ

Ａ
ル
ー
ム(

原
町
３ｰ

１ｰ

７)

内
容　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
仕
組
み
や

設
計
方
法
、
作
成
時
の
注
意
事
項

な
ど
、
ペ
ー
ジ
作
成
か
ら
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
公
開
ま
で
の
一
連
の
流
れ

を
習
得
し
て
、
実
務
に
結
び
つ
け

る
受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
と
し

て
１
０
０
０
円
の
自
己
負
担
あ

り
）

定
員　
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
は

書
類
選
考
、
申
込
少
数
の
場
合
は

中
止
の
可
能
性
あ
り
）

申
込
方
法　
１
月
21
日
㈰（
必
着
）ま

で
に
、
申
込
書
を
郵
便
か
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
送
る

※
申
込
書
は
、
こ
ど
も
未
来
課
、

県
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
社
会

福
祉
課
、
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

fukuoka-kenboren.jp/

）
か

ら
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン

タ
ー（
〒
8
1
6ｰ

０
８
０
４
原
町

３ｰ

１ｰ

７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
受

け
箱
11
号
）

☎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３

福
祉  W

elfare

試
験  test
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を
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）で
の

発
信
や
チ
ラ
シ
配
り
な
ど
を
行
っ

て
、
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

▽
小
学
生
Ｔ
Ｖ（
テ
レ
ビ
）リ
ポ
ー
タ
ー

　
　

11
月
17
日
、
市
の
魅
力
を
伝
え

る
小
学
生
リ
ポ
ー
タ
ー
９
人
が
来

館
し
ま
し
た
。
会
員
や
団
体
と
一

緒
に
、
パ
ン
づ
く
り
や
押
し
花
づ

く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

団
体
が
体
験
学
習
の
場
と
し
て
利
用

　

ぶ
ど
う
の
庭
は
、
各
種
団
体
の
見

学
や
体
験
学
習
を
受
け
入
れ
ま
す
。

▽
春
日
ふ
る
さ
と
学
級

　
　

11
月
２
日
、
受
講
生
30
人
が
、

ま
ち
を
歩
い
て
地
域
を
知
る
た
め

の
講
座「
ブ
ラ
か
す
が
」の
途
中
、

ぶ
ど
う
の
庭
に
立
ち
寄
り
、
ま
ち

づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

▽
春
日
北
小
学
校

　
　
11
月
９
日
、
２
年
生
の
児
童
82
人

が
、「
地
域
探
検
学
習
」と
し
て
来
館

し
ま
し
た
。
活
動
の
見
学
や
、
ぶ
ど

う
の
庭
の
成
り
立
ち
、
ど
う
い
う
人

が
ぶ
ど
う
の
庭
を
利
用
し
て
い
る
の

か
な
ど
、
熱
心
に
ス
タ
ッ
フ
か
ら
話

を
聞
い
て
、
学
習
を
深
め
ま
し
た
。

▽
福
岡
女
学
院
大
学

　
　

ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
学
ぶ

学
生
12
人
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一

環
で
、
11
月
11
日
に
開
催
し
た
で

あ
い
祭
で
の
出
店
を
企
画
、
運
営

し
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
に
も
広

報
班
と
し
て
参
加
し
、
で
あ
い
祭

春
日
市
須
玖
北
５
ー
１
５
５

☎（
５
８
９
）３
３
８
８　
F（
５
８
９
）３
３
９
９

http://budounoniw
a.com

/

　
春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー・
ぶ
ど
う
の
庭
は
、志
を
持
っ
た
市
民
を
運
営
団
体
と
し

て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
の
た
め
の
活
動
な
ど
を

支
援
し
、春
日
の
ま
ち
づ
く
り
へ
と
つ
な
ぐ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

▲小学生TVリポーター ▲福岡女学院大学アートマネ
ジメントチーム

※
詳
し
く
は
、
募
集
案
内
書
を
見
て

く
だ
さ
い
。
募
集
案
内
書
は
申
込

期
間
中
の
み
市
役
所（
総
合
案
内・

管
財
課
）、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
に

設
置
し
ま
す
。
数
量
が
な
く
な
り

次
第
配
布
を
終
了
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
住
宅
供

給
公
社
県
営
住
宅
管
理
部
管
理
課

☎（
７
８
１
）８
０
２
９

F（
７
２
２
）１
１
８
１

協
力
し
て
く
だ
さ
い

失
業
率
や
雇
用
状
況

労
働
力
調
査

　
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
家
に
調
査
訪

問
し
た
と
き
は
、
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

調
査
期
間　
２
月
〜
６
月

調
査
地
区　
春
日
原
東
町
４
丁
目

問
い
合
わ
せ
先　
県
企
画
・
地
域
振

興
部
調
査
統
計
課
調
査
第
一
班　

労
働
力
調
査
担
当

☎（
６
５
１
）１
１
１
１（
代
）

F（
６
４
３
）３
１
９
２

ナ
ギ
の
木
苑

  60
歳
以
上
対
象

リ
ズ
ム
で
介
護
予
防

　
ナ
ツ
メ
ロ
に
合
わ
せ
て
、
合
唱
、

合
奏
、
体
操
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
程　
２
月
７
日
〜
28
日
の
毎
週
水

曜
日（
全
４
回
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ナ
ギ
の

木
苑

※
参
加
は
無
料
で
す
が
、
施
設
利
用

料（
１
０
０
円
）が
必
要
で
す
。

定
員　
50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
１
月
５
日
㈮
以
降
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
窓
口
の
い
ず

れ
か
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
ナ
ギ
の
木

　
苑

☎（
５
９
５
）０
５
１
３（
F
兼
用
）

平
成　29
年
度
第
５
回

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

ポ
イ
ン
ト
方
式

　
県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。

　
申
込
手
数
料
は
不
要
で
す
。

申
込
期
間　
１
月
10
日
㈬
〜
18
日
㈭

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

一
人
親
家
庭
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談

　
子
ど
も
の
養
育
費
な
ど
の
生
活
上

の
問
題
に
関
し
て
、
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時

▽
昼
間
の
相
談
：
１
月
10
日
㈬
、
２

月
７
日
㈬

　
午
後
１
時
〜
３
時

▽
夜
間
の
相
談
：
１
月
24
日
㈬
、
31

日
㈬
、
２
月
14
日
㈬
、
28
日
㈬

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

※
相
談
時
間
は
１
人
約
30
分
で
す
。

場
所　

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー（
原
町
３ｰ

１ｰ

７
ク
ロ
ー

バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

定
員　
１
日
４
人（
申
込
先
着
順
）

※
希
望
者
は
、
相
談
日
前
日
ま
で
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
、

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト(http://fukuoka-

kenb
o

ren.jp
/sup

p
o

rt_
legal.htm

l)

を
見
て
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

☎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３

そ
の
他  etc

健
康  Health

募
集  Recruitm

ent
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市民図書館から 市民図書館（大谷6-24）　☎（584）4646 F（584）3900
　 http://www.library.city.kasuga.fukuoka.jp
開館時間　㈫～㈭・㈰：午前10時～午後6時
　　　　　　　㈮・㈯：午前10時～午後8時 図書館を

もっと身近に
暮らしのなかに　元旦から営業している商業施設が増えたためか、年末年始は以前のような特別感は薄れ

たものの、実家に帰ったり、帰省した友人と会ったりと、何かと「故郷」を意識することが多い
時期です。あなたは春日のどこに愛着を感じますか。今回は、春日の過去や現在のことが分
かる資料を集めた「かすが情報コーナー」から本を紹介します。

　春日市の有名人と言えば「伯賢（はっけん）さん」でしょう。力が強
くてよく働き、人の何倍もの仕事をこなす大男。子どもの頃、伯
賢さんの頓知の利いた話を楽しんだ人も多いのではないでしょう
か。これは、昔話の楽しみを今の子どもたちにも届けたいという思
いで編集された本です。伯賢さんの物語を再現した味わい深い布
絵本（右参照）もあります。

　女として、労働者としての視点で詩の創作を続けてきた著者は、
県立高校の国語教諭でもありました。授業中に語られる先生の言
葉は、教師という立場を超えて人生の先輩の声として、多感な時
期の学生の心に深く響きました。この作品集を手に取り、久しぶり
の再会を嬉しく感じました。

　著者は昭和30年から50年代にかけて春日原駅前でカメラ店を開
業していました。まだ、あまり舗装されていない道路には水溜りや
ぬかるみができ、足を汚さないで歩くのは至難の業。自転車の荷
台は子どもの特等席。小学校の回転サークルも人気だった。子ども
たちの駆ける足音や笑い声までもが聞こえてきそうな写真集です。

『想い出の街』
井
いのうえ

上孝
こ う じ

治／著　河出書房新社　Ｋ/748/イ【棚23】

『野田寿子全作品集』
野
の だ

田寿
ひ さ こ

子/著　土曜美術社出版　Ｋ/918.6/ノダ【棚23】

伯
はっけん
賢さんのお話

　伯賢さんは、力だけでなく知恵
のある人でした。そこで、クイズ
です。

　ある日、伯賢
さんは庄屋さ
んから「明日の
朝 ま で に 、縄
ば二束のうて

（なって）、小屋
に入れていて

くれ」と頼まれます。夜通し縄をな
い続けたので、山のような縄束が
できました。ところが縄束が大き
すぎて小屋にはいりません。さて、
伯賢さんはどうしたでしょうか？

　伯賢さんは人
の倍働くので、
仕 事に行く時
は、庄屋さんの
家で特大の弁
当箱に山盛り
に飯をつめて

もらっていました。ところが、庄屋
さんが村人に「伯賢が働いている
のではなく弁当が働いている」と
言っているのを聞いた伯賢さんは
どうしたでしょうか？
※布絵本『春日の民話　はっけん

さん』より　布絵本製作ボラン
ティア「コスモスの会」／製作

〜故郷を想う〜

『ふるさとお話の旅11  福岡  筑紫ん国のおもしろか話』
野
の む ら

村純
じゅんいち

一／監修　徳
とくなが

永明
は る こ

子／編　星の環会　Ｑ/388/フ【棚24】

▲「縄をなう」

▲「弁当が働く」

水
は
限
り
あ
る
資
源

協
力
し
て
く
だ
さ
い

節
水
、
凍
結
対
策

節
水
対
策

　
普
段
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
掛
け
が

節
水
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▽
洗
車
：
15
分
間
流
し
っ
放
し
に
す

る
と
、
約
１
８
０
ℓ
の
水
を
使
用

し
ま
す
。
バ
ケ
ツ
に
水
を
く
ん
で

洗
い
ま
し
ょ
う
。

▽
風
呂
：
一
般
家
庭
で
の
残
り
湯

は
、
約
１
８
０
ℓ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
浴
槽
の
残
り
湯
を
洗
濯
、

掃
除
、
散
水
な
ど
に
再
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

▽
食
器
洗
い
：
10
分
間
流
し
っ
放
し

に
す
る
と
、
約
60
ℓ
の
水
を
使
用

し
ま
す
。
小
ま
め
に
止
め
ま
し
ょ

う
。

▽
歯
み
が
き
：
30
秒
間
流
し
っ
放
し

に
す
る
と
、
約
６
ℓ
の
水
を
使
用

し
ま
す
。
コ
ッ
プ
に
く
ん
で
口
を

ゆ
す
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▽
洗
面
・
手
洗
い
：
１
分
間
流
し
っ

放
し
に
す
る
と
、
約
12
ℓ
の
水
を

使
用
し
ま
す
。
小
ま
め
に
蛇
口
を

閉
め
ま
し
ょ
う
。

水
道
管
の
凍
結
対
策

　
気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
水
道
管

が
凍
結
し
、
水
が
出
な
く
な
っ
た

り
、
破
裂
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
屋
外
で
露
出
し
て
い
る
水
道
管
や

蛇
口
な
ど
凍
結
し
や
す
い
部
分
に

は
、
早
め
に
防
寒
対
策
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

凍
結
防
止
の
方
法　

▽
地
中
に
あ
る
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

内
は
、
保
温
材（
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
や
新
聞
紙
を
ち

ぎ
っ
て
入
れ
た
も
の
）を
詰
め
、

保
温
し
ま
し
ょ
う
。

▽
屋
外
で
露
出
し
て
い
る
水
道
管
や

蛇
口
に
は
、
保
温
チ
ュ
ー
ブ
や
タ

オ
ル
を
巻
き
付
け
、
そ
の
上
か
ら

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
を
巻
き
防

水
し
ま
し
ょ
う
。

▽
給
湯
器
は
、
本
体
に
つ
な
が
る
水

道
管
の
凍
結
防
止
と
合
わ
せ
て
、

取
扱
説
明
書
な
ど
で
使
用
機
器
の

凍
結
防
止
対
策
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

▽
夜
明
け
前
の
冷
え
込
み
が
予
想
さ

れ
る
日
の
前
夜
に
は
、
風
呂
な
ど

の
蛇
口
を
少
し
開
け
て
、
水
を
少

し
ず
つ
出
し
て
お
く
と
凍
結
し
に

く
く
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
春
日
那
珂
川
水
道

企
業
団
総
務
課

☎（
５
７
１
）７
０
０
１

F（
５
７
４
）４
９
６
０

h
ttp

://w
w

w
.kasu

ga-
nakagaw

a-suido.or.jp
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　児童センターは、18歳未満であれば誰でも利用できます（未就学児は保護者同伴）。室内遊具や運動遊具の貸
し出しがあり、行事がないときでも、いろいろな遊具で遊べます。また、たまには育児から解放されてリフレッシュ
したいという保護者を対象とした、託児付きの行事もあります。

あそぼ～
開館時間

午前10時～午後5時
児童センター

1月の
行事予定表

▶︎ の行事は、幼児も参加可（保護者同伴）　▶︎表中の金額は参加費など　▶︎ は申し込みが必要（1月10日（水）
午後5時以降に申し込み。受付／午後6時まで。電話可・小学生以上は原則として本人申し込み）
▶︎申し込みは1人1行事まで　▶︎天候により、中止または変更の場合あり（事前に要問い合わせ）

大土居1-38
☎（581）5614　 F（581）5616毛勝児童センター

10日（水）屋上ＤＥあそぼ　午後4時～5時　※雨天中止

13日（土）
おまたせ!トランポリン　午前11時～正午

おはなし広場　午後2時～2時30分

17日（水）屋上ＤＥあそぼ　午後4時～5時　※雨天中止

20日（土）一輪車教室　午後1時30分～3時、12人 
※雨天の場合、27日(土)に延期

21日（日）

楽しいクッキング（親子丼定食（モヤシのナムル、みそ汁））
午前10時15分～正午、12人、150円 

親子であそぼう　午後3時～3時20分

24日（水）

親子で工作（パクパク動物のおもちゃ作り）　
午前10時30分～11時30分、2歳以上、12組、150円 

屋上ＤＥあそぼ　午後4時～5時　※雨天中止

28日（日）

すぐリンピック（ドッジボール大会） 
午後1時30分～2時30分、 25日までに申し込み

トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

31日（水）屋上ＤＥあそぼ　午後4時～5時　※雨天中止

須玖南2-120
☎（573）2431　 F（584）7739須玖児童センター

6日（土）
幼児タイム（親子で体操）　午前10時15分～11時

トワイライトゾーン　午後5～6時、中学生以上

12日（金）にこちゃん広場　午前11時40分～正午

13日（土）道場やぶり（冬のビンゴ大会）　午後2時～3時

14日（日）運動あそび（風船バレー）　午後2時～3時

20日（土）けかつ広場（プラバンづくり）　午後2時～3時

21日（日）
幼児タイム（親子で体操）　午前10時30分～11時

トワイライトゾーン　午後5～6時、中学生以上

23日（火）にこちゃん広場　午前11時40分～正午

27日（土）
作ってあそぼう（モザイクチップスでマグネットを作ろう）
午後2時～3時、12名 

28日（日）
かんたんクッキング（おもちピザ）
午前10時30分～正午、12人、150円 

31日（水）おはなしだいすき　午前11時～11時30分

子育て広場
未就学児と
保護者対象。
友達づくり、子
育て情報などの
交換の場。

ヨチヨチ広場
（0〜1歳児向け）

▶須玖:18日㈭、19日㈮
▶光町:17日㈬、18日㈭、30日㈫、31日㈬

▶毛勝:12日㈮、23日㈫
▶白水:10日㈬、11日㈭、23日㈫、24日㈬

午前11時〜
11時40分

親子サロン
（1〜3歳児向け）

▶須玖:26日㈮
▶光町:19日㈮

▶毛勝:17日㈬
▶白水:12日㈮ 午前10時30分〜

（1時間程度）ニコニコくらぶ
（2歳以上）

▶須玖:10日㈬、11日㈭、30日㈫、31日㈬
▶光町:10日㈬、11日㈭、24日㈬、25日㈭

▶毛勝:10日㈬、11日㈭、25日㈭、26日㈮
▶白水:18日㈭、19日㈮、30日㈫、31日㈬

今月の休館日

1日（月・祝）、2日㈫、
3日㈬、8日（月・祝）、
9日㈫、15日㈪、16日
㈫、22日㈪、29日㈪

6日（土）ワイワイ広場（新春!ドッヂビー大会)　午後2時～3時

12日（金）楽しいおはなし会　午前11時～11時30分

13日（土）
遊びの出前!児童センター　
午前10時30分～11時30分、場所：春日野小ときめきホール

17日（水）おひさま広場　午前11時40分～正午

18日（木）おひさま広場　午前11時40分～正午

20日（土）
かんたんクッキング（あったか豚汁おにぎりセット）
午前10時15分～正午、10人、150円 

21日（日）ワイワイ広場（真冬のこわいお話会)　午後2時～2時30分

27日（土）

かんたん工作（ふわもこスライムをつくろう）
午前10時15分～正午、先着30人

トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

28日（日）屋上DEあそぼ　午後2時～3時　※雨天中止

30日（火）おひさま広場　午前11時40分～正午

31日（水）おひさま広場　午前11時40分～正午

光町2ｰ180ｰ4
☎（501）7014　 F（501）7033光町児童センター 天神山1-213

☎（593）2777　 F（593）2801白水児童センター
7日（日）トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

10日（水）ぴよちゃん広場　午前11時40分～正午

11日（木）ぴよちゃん広場　午前11時40分～正午

13日（土）道場やぶり（職員と対決、ビッグカルタ勝負）　午後2時～3時

14日（日）わんぱく広場（ドッジボール大会）　午後2時～3時

17日（水）おはなしな～に?　午前11時～11時30分

20日（土）わんぱく広場（長縄大会）　午後2時～3時

21日（日）作ってわくわく（いろどりゴマ）　午後2時～3時

23日（火）ぴよちゃん広場　午前11時40分～正午

24日（水）ぴよちゃん広場　午前11時40分～正午

25日（木）ぴよちゃん広場　午前11時～11時30分

27日（土）わんぱく広場（ドッジボール大会）　午後2時～3時

28日（日）
わくわくクッキング（キャラメルフォンデュ）
午前10時15分～正午、12人、150円 

トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

30日（火）ぴよちゃん広場　午前11時30分～正午

31日（水）ぴよちゃん広場　午前11時30分～正午
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さ
ん
ぽ
み
ち

誕生日お
おめでとう

お
い
か
ら
学
ぶ
こ
と

　
毎
年
、
慌
た
だ
し
く
や
っ
て

く
る
年
末
年
始
。
皆
さ
ん
、
ど

の
よ
う
に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
久
し
ぶ
り
に
会
う
友
人
や

家
族
と
食
事
を
す
る
な
ど
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
方

も
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す

▼
私
に
は
、
大
阪
に
住
ん
で
い

る
３
歳
と
１
歳
の
お
い
が
い
ま

す
。
年
末
年
始
に
必
ず
会
う
の

で
す
が
、
成
長
す
る
ス
ピ
ー
ド

に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
２
人
と
も

顔
立
ち
も
性
格
も
あ
ま
り
似
て

い
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性

を
発
揮
し
、
成
長
す
る
お
い
た

ち
の
姿
に
、
自
分
自
身
を
見
つ

め
直
す
き
っ
か
け
を
毎
年
も

ら
っ
て
い
ま
す
▼
新
年
を
迎
え

る
と
き
、
や
る
気
満
々
で
、
つ

い
大
き
な
目
標
を
立
て
て
し
ま

う
人
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま

す
。
私
も
そ
の
一
人
で
す
。
大

き
な
目
標
を
立
て
て
、
そ
れ
を

達
成
す
る
の
は
素
晴
ら
し
い
こ

と
で
す
が
、
今
年
は
、
自
分
に

足
り
な
い
と
こ
ろ
や
個
性
を

し
っ
か
り
把
握
し
て
、
小
さ
な

目
標
を
た
く
さ
ん
達
成
す
る
１

年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ゆ

白水大池公園星の館では、毎週、季節の星座や天文
現象の観望会を行っています。参加は無料です。初心
者でも指導員が丁寧に案内しますので、気軽に来館し
てください。ボランティアも随時募集中です。

上記以外の天体観察も行えます。昼間は太陽などを観察できます。
なお、天候などの理由により内容が変更となる場合があります。

ホームページでは、毎月発行している「ほしぞら新聞」や、講座・工作教室などの
イベント情報を見ることができます。 http://www.hoshinoyakata.com

期　日 時　間 内　容
1月5日㈮～7日㈰

午後7時～ 9時

いぬの星をみよう
12日㈮～14日㈰ 冬の大三角をみよう
19日㈮～21日㈰ オリオン大星雲をみよう
26日㈮～28日㈰ オリオンとアルテミスのデート

31日㈬ 午後7時～11時 皆既月食観望会（特別開館）

主な公共施設の連絡先
春日市役所‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（584）1111
いきいきプラザ（健康スポーツ課）‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（501）1134
いきいきプラザ（子育て支援課）‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（584）1010
いきいきプラザ（市民課西出張所）‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（501）1133
ふれあい文化センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（584）3366
市民図書館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（584）4646
男女共同参画・消費生活センター じょなさん‥‥‥ ☎︎（584）1201
奴国の丘歴史資料館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（501）1144
総合スポーツセンター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（571）3234
温水プール‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（915）3500
北スポーツセンター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（592）3600
春日警察署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（580）0110
下白水交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（501）1873
春日原交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（581）0342
春日南交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（596）0380
春日・大野城・那珂川消防署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（584）1191
火事の問い合わせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎0180（999）888
春日那珂川水道企業団‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（571）7001
ハート館かすが‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（513）1766
教育支援センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（517）0396
福祉ぱれっと館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（575）2223
社会福祉協議会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（581）7225
春日市北地域包括支援センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（589）6227
春日市南地域包括支援センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（595）8188
ナギの木苑‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（595）0513
シルバー人材センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（596）1826
クリーン・エネ・パーク南部‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎︎（589）8585

『冬本番☆冬の星座を楽しもう』

開館日時／毎週金〜日曜日  午後2時〜9時（1月31日㈬は午後7時～11時）
申込・問い合わせ先／白水大池公園星の館
☎（558）9099 （閉館日以外は星の館管理会社に転送されます） 
F（558）9023   starpalace@skyblue.ocn.ne.jp

3月生まれの
赤ちゃん募集（3歳まで）

写真の裏に赤ちゃんの氏名（ふりがな）、生年月日、住所、電話番号、市報かすが1月1日号の感想を書いて郵送するか、
Eメールで送ってください。2月1日（木）（当日消印有効）までの到着分から抽選で決定します。【送り先】市報かすが「お
誕生日おめでとう」係（〒816ｰ8501春日市役所） koho@city.kasuga.fukuoka.jp※写真は返却できません。

松
ま つ い

井　陽
は る き

輝ちゃん
平成28年1月21日生

（紅葉ヶ丘東）

鶴
つるさき

𥔎　叶
か な と

人ちゃん
平成29年1月30日生

（大土居）

福
ふ く だ

田　カンナちゃん
平成29年1月15日生

（昇町）

福
ふ く だ

田　翔
しょうた

太ちゃん
平成27年1月1日生

（春日公園）

豊
とよふく

福　桃
も も こ

子ちゃん
平成29年1月9日生

（下白水北）

高
たかさき

崎　咲
さ く ら

良ちゃん
平成29年1月20日生

（千歳町）

都
つ づ き

築　莉
り お

央ちゃん
平成28年1月8日生

（弥生）

伊
い と う

藤　碧
あおい

ちゃん
平成29年1月11日

（一の谷）

竹
たけした

下　華
か り ん

鈴ちゃん
平成29年1月2日生

（下白水南）
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市
の

木
ナ
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ノ

キ

この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。kasuga_bousai
春日市防災ツイッターやっています（情報発信のみ）

■春日市総合情報メール

市の人口（平成29年11月末現在）

防犯・防災情報や子育て情報、健康情報など
11分野の行政情報を携帯電話などにメール
配信するサービスです。

●総人口
  113,017人（前月-35）
女 58,224人（前月-6）
男 54,793人（前月-29）

●世帯数
48,180世帯（前月0）

●増　転入　402人
　　　出生　77人
　　　その他　9人

●減　転出　449人
　　　死亡　72人
　　　その他　2人

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

春
日
市
と
宮
城
県
東
松
島
市
を
つ
な
ぐ「
希
望
の
松
」

東
松
島
市
教
育
委
員
会
か
ら
感
謝
状

　
東
日
本
大
震
災
直
後
の
平
成
23
年
６
月
に
宮
城
県
東
松
島

市
を
訪
れ
た
今い

ま
む
ら村
次つ
ぐ
み美
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
星
の
ふ
る
さ
と

理
事
長
）は
、変
わ
り
果
て
た
野の

び
る蒜
海
岸
の
松
林
か
ら
松
ぼ
っ

く
り
を
待
ち
帰
り
ま
し
た
。
自
宅
で
そ
の
種
を
ま
く
と
翌
年

１
つ
の
芽
が
出
た
た
め
、
苗
木
を
春
日
野
小
学
校
に
贈
り
ま

し
た
。
次
の
年
に
は
３
つ

の
芽
が
出
て
、
東
松
島
市

役
所
な
ど
へ
贈
ら
れ
、
そ

の
う
ち
の
１
本
が
平
成
28

年
に
開
校
し
た
同
市
宮
野

森
小
学
校
へ
植
樹
さ
れ
ま

し
た
。
両
校
の
松
は「
希

望
の
松
」と
名
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
今
村
さ
ん
の
こ
れ
ら
の

活
動
に
対
し
、
東
松
島
市

教
育
委
員
会
は
感
謝
状
を

贈
り
ま
し
た
。

▲野蒜海岸で松ぼっくりを手にした今村さん


